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夏の暑さもようやく落ち着き、朝晩は肌寒さを感じる日も出てきました。いよいよ

秋です。秋といえば、読書の秋、芸術の秋、スポーツの秋、そして食欲の秋です。様々

な作物が実りの季節を迎え、海にも山にも旬の食材があふれています。四季の中でも

食べ物のおいしい季節、そして新米のおいしい季節です。旬の食材をたくさん食べて、

秋を満喫しましょう。 

 

 

渋谷区の学校給食に使われているお米の品種を知っていますか？ 

正解は、『あきたこまち』です。あきたこまちの特徴は、もちもちとした粘りのある食感

です。もち米のように粘りがあるので、おにぎりなど冷めてもおいしく食べられます。給食

で使用しているあきたこまちは、秋田県大館市で作られています。なぜ、渋谷区の給食では、

大館市のお米を使っているのでしょうか？ 

 

１９８７年１０月、松竹映画「ハチ公物語」が公開されたことがきっかけで、 

大館市と渋谷区の交流が始まりました。さらに平成１３年１月に、大館市役所 

と渋谷区役所の間で防災協定が締結されました。この縁から、「渋谷区の学校 

給食であきたこまちを食べられないか？」とお願いしたところ、大館市の了承を得ること

ができました。 

 

平成１４年１月から、お互いの都市の友好の証として、お米を通した交流が始まりました。

仲介業者の入らない、給食でのお米の産地直送は、全国初の試みでした。その波及効果で、

近隣の区でも、同様の取り組みが始まりました。ハチ公が残してくれた絆が、現在はお米の

生産地・消費地という縁で結ばれています。 

 
令 和５年 ９月２ ９ 日 

渋 谷区立 広尾小 学 校 

校 長  木田  義仁  

栄養士  小山内 幸世 

ここ数年で、「SDGs」という言葉をよく目にするようになりました。SDGsとは「持続可能な開発

目標（Sustainable Development Goals）」を略した言葉で、国際連合に加盟する１９３の国々が、

２０３０年までに達成すべき１７の目標です。現在、世界では気候変動、飢餓、紛争、感染症な

ど、さまざまな課題を抱えていますが、これらを解決し、世界中のすべての人びとが、安心して

暮らし続けられる社会を目指すものです。 

栄養バランスを考えた

献立を提供しています 

安心して食べられるよう

衛生的に調理しています 

地産地消を推進

しています 

みんなで同じものを 

食べることができます 

自分が食べられる量を考

え、食べる前に調整する 

給食から、バランスの 

よい食事について学ぶ 

食器を大切に使う 食べられる人は、なる

べく残さず食べる ハチ公生誕１００周年を迎えました 

１０月の渋谷ワンダフル給食は 

ハチのふるさと（秋田県）の 

お米を使ったハンバーグだワン！ 

渋谷駅のシンボルとして世界中に愛されるハチ公像。 

そのモデルとなった秋田犬のハチは、１９２３年秋田県大館市で生まれま

した。生誕から１世紀を迎えた今でも、ハチ公は「大館市」と「渋谷区」

の絆を繋いでくれています。 


